
 

匝瑳市環境審議会 

会議結果 

 

第１ 日時 

 平成２５年１０月３日（木曜日） 午後１時００分から午後２時４０分 

 

第２ 場所 

市民ふれあいセンター 第一会議室 

 

第３ 出席者 

○太田安規市長 

○委員 

浅野陽太郎委員、飯島正義委員、石田健治委員、伊藤照子委員、伊𣘺弘二委

員、及川ひろ子委員、櫻井裕希委員、椿日出男委員、鶴野航三委員、林義雄

委員、平山富子委員、稗田正治委員  以上１２名（五十音順） 

（欠席委員 片岡正裕委員、弦巻孝訓委員、増田正義委員  以上３名） 

○事務局 

環境生活課 鈴木課長、大川副主幹、布施主任主事  以上３名 

○東総地区広域市町村圏事務組合 

施設整備課 島田参事、及川主査  以上２名 

 

第４ 議事次第 

１ 開会 

２ 委嘱書交付 

３ あいさつ 

４ 委員紹介 

５ 会長及び副会長の選任について 

６ 議事 

（１）匝瑳市環境基本計画の進行管理に係る報告について 



 

（２）東総地区広域ごみ処理計画の進捗状況について 

７ その他 

８ 閉会 

 

第５ 会議結果 

１ 会長・副会長の選任について 

 本審議会の会長に伊藤照子委員、副会長に林義雄委員が選任された。 

２ 議事（１）匝瑳市環境基本計画の進行管理に係る報告について 

 事務局より定期点検・評価シートに基づき説明を行い、委員より水質・大

気汚染物質の測定、野生動植物の調査、及び廃棄物の不法投棄についての意

見が付された。 

３ 議事（２）東総地区広域ごみ処理計画の進捗状況について 

 東総地区広域市町村圏事務組合職員による説明を行い、委員よりごみ処理

の方法、現在の焼却場の跡地利用、分別収集及び輸送コストについての意見

が付された。 

 

第６ 議事概要（発言要旨） 

 別紙のとおり 
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議事概要（発言要旨） 

 

１ 開 会 

 

２ 委嘱書交付 

 － 太田市長から各委員に委嘱書の交付を行った。 

 

３ あいさつ 

 － 環境審議会の開催にあたり、太田市長からあいさつを行った。 

   （あいさつ後、太田市長は所用により退席） 

 

４ 委員紹介 

 － 委員紹介の後、事務局職員の紹介を行った。 

 

５ 会長及び副会長の選任について 

 － 会長及び副会長の選任にあたり、委員に対して推薦を求めたところ、事務局腹案の

要請があり、事務局より会長に伊藤照子委員、副会長に林義雄委員を推薦した。委

員の承認を求めたところ、全員一致で承認された。 

 

６ 議 事 

（議長：伊藤照子会長） 

（１）匝瑳市環境基本計画の進行管理に係る報告について 

 

 － 匝瑳市環境基本計画の進行管理について、評価シートに基づき事務局より報告した。 

 

  ○議長 

    ただいま事務局から説明がありましたが、ご意見・ご質問等ございましたらお願

いいたします。 

 

  ○委員Ａ 

    水質検査・ダイオキシンの検査は県のどの機関が行っているのでしょうか。 

 

  ○委員Ｂ 

    環境生活部の大気保全課で行っております。 

 

  ○委員Ａ 

    水質環境の保全について、水質汚染の原因は分からないのでしょうか。 

 

  ○委員Ｂ 

    調査は本庁で行っており、データを持ち合わせていないため後日確認します。 
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 ○委員Ａ 

    せっかくここで会議を開いても、県と協議するとかデータを持っていないという

ことでは全く進まないと思います。せっかくこのような機会があるのですから、デ

ータを出していただいて前に進めていただきたいと思います。 

 

 ○事務局 

    この点については、次回から改善させていただきたいと思います。 

 

 ○委員Ａ 

    環境生活課では水質検査等は行わないのでしょうか。 

 

 ○事務局 

    行っております。 

 

 ○委員Ａ 

    水質汚染がひどいところは、環境生活課が直接行った方が良いと思います。それ

から野生動植物調査について、地域でハクビシン等の数が増えてしまい畑を荒らさ

れる被害が出ているので、早い時期に調査をしていただけないでしょうか。 

 

 ○事務局 

    産業振興課とも業務が重なる部分がありますので、産業振興課と協議をしながら

なるべく早めに調査するように検討します。 

 

 ○委員Ｃ 

    飯塚地区の開畑には１０数年間産業廃棄物が入れられており、県も指導している

というがなかなか動かない。ダンプで何台も入れられることもあります。その上に

作物を植えたりもしますが、春から夏にかけて異様なにおいがします。地下には水

脈があるため、市としても県としても指導をしていただきたいと思います。 

 

 ○委員Ｂ 

    開畑地区については、管内の中間処理施設において動植物性の残渣等を使って堆

肥を製造しているが、製造過程で未熟なもの、異臭を放つものが大量に保存されて

います。畑に限らず、ビニールハウス等においても、近隣住民から異臭の苦情があ

りますが、県としては中間処理施設の堆肥・肥料ということで産業廃棄物という認

定するか協議しております。大量の投棄については指導していますが、現時点では

産業廃棄物と認定することはできません。 

 

 ○議長 

    ただいまの事例はごみの不法投棄件数の２４件の中には入っているのでしょうか。 
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 ○委員Ｂ 

    市で把握しているのは一般廃棄物のみだと思います。産業廃棄物については県の

管轄ですが、先ほども申し上げましたように、産業廃棄物の不法投棄としては認定

しておりません。ただし、パトロールは随時行っています。 

 

 ○委員Ａ 

    パトロールしただけでは分からないのではないでしょうか。実際には夜に運んで

きて埋めて、上からきれいな土をかぶせてしまう。その中に埋めたものを調べてい

ただかなければ何も分からないと思います。 

 

 ○委員Ｂ 

    開畑に限らず、中間処理施設から出ているものについては大きな問題になってい

ます。産業廃棄物との認定はできないものの、状況の確認は十分行っています。中

間処理施設についても県の廃棄物指導課が定期的に立ち入り検査を行っており、機

能しているかどうかの確認をしています。ただ、においが出るか出ないかだけで産

業廃棄物と認定することは困難です。 

 

 ○委員Ｃ 

    においの中でも化学薬品のにおいのするものはどうなるのでしょうか。 

 

 ○委員Ｂ 

    処理の過程で化学物質が使われているかもしれませんが、廃棄物指導課で定期的

に立ち入り検査をして、稼働状況を確認しています。 

 

 ○委員Ｃ 

    開畑をしてから１０数年たっており、その間に相当の量の産業廃棄物が入れられ

ています。十分な調査をしていただくようお願いします。 

 

 ○委員Ａ 

    実際に埋め立ててある場所を掘って調べる必要があるのではないでしょうか。 

 

 ○委員Ｂ 

    開畑に搬入されているものについては出所を確認しており、産業廃棄物との認定

ができないために量や作付けの状況などを見ていくしかないというのが現状です。 

 

 ○議長 

    この件については、県と協議をしてより良い環境の保全に努めていただきたいと

思います。 

    他にいかがでしょうか。 
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 ○委員Ｃ 

    匝瑳市にもトウキョウサンショウウオの生息地があると思いますが、生息地の確

保など保護の状況を教えていただきたい。 

 

 ○事務局 

    匝瑳地区に生息地がありますが、現状は昔と変わらないと認識しております。 

 

 ○委員Ａ 

    ごみの不法投棄についてはかなりの件数があり、ごみゼロ運動でも多くの不法投

棄ごみを回収しています。こうしたものは資料の件数に入っているのでしょうか。 

 

 ○事務局 

    資料の数字は環境生活課に通報を頂いた件数のみとなっております。 

 

≪その他意見等なし≫ 

 

 

（２）東総地区広域ごみ処理計画の進捗状況について 

 

 － 東総地区広域市町村圏事務組合職員を紹介した後、同職員から東総地区広域ごみ処

理計画の進捗状況についての説明を行った。 

 

 ○議長 

    ただいまの説明について、ご質問等がございましたらお願いいたします。 

 

 ○委員Ａ 

    現在、環境衛生組合は匝瑳市のほか多古町・横芝光町で構成されていますが、今

回の計画には２町は入っていないということですか。 

 

 ○東総地区広域市町村圏事務組合（以下、東総広域） 

    現在は銚子・旭・匝瑳の３市のみで計画を進めております。 

 

 ○委員Ａ 

    銚子に最終処分場を建設するということですが、ごみをそのまま埋め立てるとい

うことはないのでしょうか。 

 

 ○東総広域 

    焼却灰・燃えないごみについては最終処分場に入れ、側溝汚泥・上下水道の汚泥

については検討段階です。 
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 ○委員Ａ 

    匝瑳市のごみ処理場については建設時に、煙はたいして出ない、ごみは全部燃や

し、そのまま埋め立てることはないという話でした。しかし実際には多くのごみが

埋め立てられています。地元住民の反発もあると思います。また、銚子にごみを持

っていくには距離がありすぎます。だからと言って今の焼却場を中継地点にはして

ほしくはありません。 

 

 ○東総広域 

    ３つの市があったら、３市の中央に最終処分場をつくるというのが基本であり、

当初はそのような計画でありましたが、うまくいきませんでした。現在の候補地で

ある野尻は銚子の西側であり、３市の中心に近い。理想は旭ですが、広域でごみ処

理を行うとなると１つの場所ですべてやるというわけにもいかないので、中継施設

を使ってお互いに補うという形で進めております。 

 

 ○委員Ａ 

    新しい施設を作るのであれば、古い施設の跡地利用の計画を立てていただきたい

と思います。銚子に新しい処分場ができたから古い施設はそのままにするというこ

とでは地元住民は納得しません。 

 

 ○委員Ｃ 

    分別収集は従来通り行うのでしょうか。 

 

 ○東総広域 

    分別の仕方や料金体系については統一をしなければならないので、今後環境担当

部署と協議し、住民の皆さんにも説明していきます。なお、焼却方式についてはま

だ決定しておらず、プラスチックごみを焼却する方式については、あくまで検討委

員会の中で提案があったということです。 

 

 ○委員Ｃ 

    輸送コストを含めた輸送の効率についてはどうでしょうか。 

 

 ○東総広域 

    ごみの仕分けをして、なるべく効率よく運搬できるようにします。なお、ペット

ボトルなどの資源ごみは流通の面でも、ある程度まとめておく必要があります。中

継施設を経由することの効率性や、各市の環境担当課がどこまで携わるのかという

こともこれから協議します。 

 

≪その他意見等なし≫ 
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 ○議長 

    それでは議事を終了いたします。事務局へお返しいたします。 

 

７ その他 

 － 特になし 

 

８ 閉 会 

 

 

   以 上 


